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(1)-a作業実績等に基づくなど詳細化した輸送費計算システムに改める。


-b共通費の客先別配分基準を決める。


(2)	物流情報のＤＢ化と情報加工ソフトを活用できるようにシステムを改める。





(1)-a客先別・品種別輸送費を常時把握していない。


-b客先別に共通費を把握していない。


など


(2)	物流情報が個人管理で、管理資料作りも担当別で、だれもが利用できる状態にない。





目的


(1) 物流情報の把握精度を向上する。


物流費項目、物流実績情報


(2) 物流情報の利用を容易化する。





(1)-a客先別・商品別に、輸送実績ごとに把握する（月別、１件別）。


-b客先別・商品別に共通費を把握する。


など


(2)	情報の一元化、共有化を図り、いつでも、だれでも、容易に物流情報を検索・加工できるようにする。








(1)-a輸送費自動計算システムが実態に即していない。


-b客先別配分基準がない。





(2)	管理者に個別情報が集まる仕組みである。管理資料作成は担当別で、ルールが不明確である。





ねらい


客先別・品種別等、物流施策の適正な立案の支援


          ↓


管理資料作成の簡素化（工数削減、M）


物流施策立案の迅速化(T)


          ↓


物流費のコストダウン(C)








